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笠木さん 

10
月
22
・
23
日
、
東
京
都
豊
島

区
の
駒
込
地
域
文
化
創
造
館
に

て
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
を
開
催

し
ま
し
た
。
茨
城
・
千
葉
・
東
京

か
ら
１７
名
が
参
加
。
感
染
症
対
策

で
、
宿
泊
交
流
は
な
く
、
１
泊
２

日
と
い
う
短
い
も
の
で
し
た
が
、

２
０
１
９
年
の
合
宿
が
台
風
で
中

止
に
な
っ
て
以
来
、
４
年
ぶ
り
の

開
催
で
し
た
。 

講
師
は
北
海
道
の
笠
木
博
逸
さ

ん
。
沢
山
の
映
像
に
よ
る
資
料
を

ご
用
意
く
だ
さ
り
、
歌
と
映
像
で

創
作
の
歴
史
を
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
１
９
７
０
年
代
後
半
か

ら
の
、
職
業
病
闘
争
、
ロ
ー
カ
ル

線
廃
止
へ
の
抗
議
コ
ン
サ
ー
ト
、

反
核
の
行
動…

。
町
の
公
民
館
や

一
般
客
も
乗
っ
て
い
る
列
車
の
中

で 

で
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
ま
た
、
保
育

園
父
母
会
で
歌
の
会
を
開
い
て
き

た
こ
と
と
か…

。
歌
の
力
量
と
広

め
よ
う
と
い
う
姿
勢
と
企
画
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。 

２
日
目
は
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。

笠
木
さ
ん
に
た
っ
ぷ
り
45
分
演
奏

し
て
い
た
だ
い
た
あ
と
、
茨
城
・

江
崎
さ
ん
の
音
楽
祭
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
の
再
演
な
ど
８
団
体
・
個
人

が
演
奏
。
充
実
し
た
コ
ン
サ
ー
ト

に
な
り
ま
し
た
。 

最
後
は
「
コ
コ
ロ
で
シ
ン
グ
ア

ウ
ト
」
と
称
し
、
大
き
な
声
で
歌

わ
な
く
て
も
全
員
が
打
楽
器
を
打

ち
鳴
ら
し
、
名
曲
『L

e
t's

 s
in

g
 a

 

s
o
n

g

』
を
身
体
じ
ゅ
う
で
味
わ
っ

て
、
合
宿
を
終
え
ま
し
た
。 

（
森
理
子
） 

 

10 月 23 日、千葉県松戸市民

会館にて 3 年ぶりに第 42 回定

期演奏会を開催しました。コロナ

渦中、練習会場の閉鎖や自粛等で

長期間のブランクを乗り越え、開

催にこぎつけました。 

当日は 800 人の来場者がスウ

ィングセピアの演奏によるビッグ

バンドジャズやラテン・昭和歌謡

の名曲に酔いしれ、大きな拍手を

頂き、大成功で終了しました。 

今回の開催で心機一転、再スタ

ートとし、来年の活動に向けメン

バーの結束を確認しました。 

（磯川） 

 

千葉・鈴木さん 

ココロでシングアウト 

茨城・江崎さん 

みなさん、また会いましょうね！ 

http://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 11 月 1 日             音 楽 運 動              第 646 号（2） 

１ 

は
じ
め
に 

２
０
２
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
は
見
ら

れ
な
い
も
の
の
、
重
症
化
率
の
低
減

の
も
と
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
音
楽

現
場
を
も
う
い
ち
ど
つ
く
り
出
す

努
力
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し

た
中
で
、
第
53
回
は
た
ら
く
も
の
の

音
楽
祭
は
、
開
催
・
参
加
に
積
極
的

な
支
部
・
会
員
と
感
染
へ
の
不
安
を

抱
え
る
支
部
・
会
員
と
で
対
応
が
分

か
れ
る
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
慎

重
な
感
染
症
対
策
の
中
で
成
功
を

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
時

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

演
奏
活
動
の
交
流
の
模
索
も
す
す

め

、

ま

た

R
e
m

o
te

 
M

u
s
ic

 

M
e
e
tin

g

の
開
催
な
ど
創
作
活
動

に
力
を
入
れ
よ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
音
楽
祭
の
３
年
ぶ
り
の
開
催

も
あ
っ
て
、
日
音
協
ソ
ン
グ
応
募
数

は
２
０
２
０
年
15
作
品
、
２
０
２
１

年
８
作
品
に
対
し
て
、
２
０
２
２
年

15
作
品
と
な
り
ま
し
た
。 

日
音
協
は
、
支
部
を
日
常
活
動
の

集
約
の
場
と
し
て
、
労
働
組
合
の
集

会
を
は
じ
め
様
々
な
場
に
出
か
け
、

ま
た
、
多
く
の
音
楽
現
場
を
作
り
出

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
生
活
の

う
た
、
職
場
の
う
た
、
平
和
の
う
た

を
つ
く
り
、
う
た
い
、
ひ
ろ
め
、
つ

な
ぎ
あ
う
こ
と
を
柱
に
、
は
た
ら
く 

５ 

連
合
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

の
行
動
参
加 

引
き
続
き
、
連
合
中
央
メ
ー
デ

ー
、
各
県
メ
ー
デ
ー
の
集
会
、
労
働

組
合
の
大
会
・
集
会
や
行
動
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
、
う
た
い
演
奏
し
ま

す
。
連
合
中
央
メ
ー
デ
ー
で
の
演
奏

を
日
音
協
の
顔
と
し
て
の
合
唱
・
演

奏
と
位
置
づ
け
て
、
て
い
ね
い
な
合

唱
練
習
を
し
て
準
備
し
ま
す
。 

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
構
成
組
織

と
し
て
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
そ
の

地
域
組
織
の
行
動
に
参
加
し
ま
す
。 

さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万

人
ア
ク
シ
ョ
ン
、
戦
争
を
さ
せ
な
い

１
０
０
０
人
委
員
会
や
５
・
３
憲
法

集
会
を
は
じ
め
と
し
た
総
が
か
り

行
動
な
ど
、
地
域
の
反
戦
・
平
和
・

脱
原
発
・
労
働
者
の
権
利
擁
護
の
た

め
の
行
動
に
参
加
し
、
う
た
い
演
奏

し
ま
す
。 

 

６ 

沖
縄
に
連
帯
す
る
行
動 

沖
縄
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で

唯
一
地
上
戦
が
戦
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ

の
軍
政
の
も
と
で
土
地
を
奪
わ
れ
、

米
軍
基
地
を
造
ら
れ
、
今
な
お
米
軍

専
用
施
設
の
70
％
が
集
中
し
て
い

ま
す
。
辺
野
古
ゲ
ー
ト
前
の
座
り
込

み
は
感
染
症
ま
ん
延
防
止
の
た
め

に
長
期
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
が
、
再
開
の
状
況
に
応
じ

て
、
沖
縄
の
被
害
、
差
別
の
実
態
を

ま
な
び
連
帯
す
る
た
め
に
参
加
を

全
国
に
呼
び
か
け
ま
す
。 

と
り
わ
け
、
２
０
２
３
年
の
５
・

15
沖
縄
平
和
行
進
・
県
民
大
会
に
、

日
音
協
と
し
て
参
加
し
ま
す
。 

も
の
の
立
場
に
た
っ
た
音
楽
運
動

＝
み
ず
か
ら
を
表
現
す
る
運
動
を
、

職
場
・
地
域
の
中
に
広
げ
て
い
き
ま

す
。
私
た
ち
は
、
労
働
組
合
と
の
連

携
を
強
め
る
と
と
も
に
、
労
働
組
合

に
加
入
し
て
い
な
い
は
た
ら
く

人
々
と
も
手
を
携
え
ま
す
。
は
た
ら

く
も
の
の
音
楽
祭
と
機
関
紙
『
音
楽

運
動
』
を
中
心
に
全
国
的
な
つ
な
が

り
を
大
事
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

一
方
、
若
い
人
に
日
音
協
運
動
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
点
で
は
、

各
地
で
努
力
も
あ
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
重
要
な
課
題
で
す
。
行
動
の
中

で
生
ま
れ
た
新
し
い
つ
な
が
り
を
、

さ
ら
に
２
０
２
３
年
度
の
活
動
を

通
じ
て
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

２ 

は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭 

第
54
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽

祭
を
、
２
０
２
３
年
６
月
３
日
、
４

日
に
新
潟
県
長
岡
市
で
開
催
し
ま

す
。 日

音
協
各
支
部
代
表
で
中
央
実

行
委
員
会
を
構
成
し
て
、
労
働
組
合

等
の
協
賛
を
得
て
主
催
す
る
と
と

も
に
、
連
合
新
潟
を
は
じ
め
新
潟
県

内
の
協
力
し
て
く
だ
さ
る
労
働
組

合
（
支
部
）
と
日
音
協
新
潟
県
支
部

で
構
成
す
る
第
54
回
は
た
ら
く
も

の
の
音
楽
祭
新
潟
県
実
行
委
員
会

が
実
行
態
勢
を
大
き
く
支
え
る
こ

と
と
し
ま
す
。 

第
53
回
音
楽
祭
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
に
注
力
し
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
細
心
の
注
意
を
払
う

こ
と
に
し
ま
す
。
特
に
舞
台
ス
タ
ッ

フ
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
交
通
費
の
一
部
を
日
音

協
が
負
担
す
る
方
向
で
検
討
し
ま

す
。 

 

３ 

ブ
ロ
ッ
ク
合
宿 

ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
は
、
会
員
と
支
部

を
基
盤
と
す
る
組
織
に
な
っ
た
日

音
協
が
、
新
し
い
会
員
を
迎
え
る
重

要
な
機
会
で
あ
り
、
会
員
一
人
ひ
と

り
が
、
会
員
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

人
・
会
員
に
な
っ
て
も
い
い
な
と
思

っ
て
い
る
人
を
誘
っ
て
参
加
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。
２
０
２
２
年

度
は
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
と
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
だ
け
の
合
宿
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
２
０
２
３
年
度
は
東
北

北
ブ
ロ
ッ
ク
、
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
、

沖
縄
県
も
合
宿
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
東
北
南
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
、
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

合
宿
の
開
催
を
め
ざ
し
ま
す
。
引
き

続
き
次
に
よ
り
日
音
協
中
央
財
政

か
ら
支
援
を
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

①
日
音
協
の
い
く
つ
か
の
支
部
が

合
同
で
、
ま
た
は
一
つ
の
支
部
が
主

催
す
る
も
の
で
、
合
宿
形
式
を
と
る

こ
と 

②
外
部
講
師
、
日
音
協
中
央
を
除
い

て
５
人
以
上
の
参
加
が
見
込
ま
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と 

③
あ
ら
か
じ
め
日
音
協
中
央
に
日

程
、
会
場
を
通
知
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と 

④
一
年
度
一
つ
の
支
部
に
つ
き
こ

れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
合
宿
が
複

数
あ
る
と
き
は
、
そ
の
う
ち
参
加
者

の
多
い
も
の
を
優
先
し
て
扱
い
ま

す ⑤
金
額
は
、
一
年
度
一
つ
の
日
音
協

ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
に
つ
き
、
参
加
者

（
外
部
講
師
、
日
音
協
中
央
を
除

く
）
が
５
人
の
場
合
を
１
０
０
０
０

円
と
し
、
参
加
者
が
１
人
増
え
る
ご

と
に
１
０
０
０
円
を
増
額
し
ま
す
。

た
だ
し
上
限
を
４
０
０
０
０
円
と

し
ま
す
。 

 

４ 

日
音
協
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
３
と

若
い
会
員
の
交
流
会
、
リ
モ
ー
ト
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

日
音
協
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
３
を

創
作
コ
ー
ス
と
う
た
う
コ
ー
ス
の

２
コ
ー
ス
と
し
て
開
催
し
ま
す
。 

同
じ
会
場
、
同
じ
日
程
で
、
若
い

会
員
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
音

楽
を
基
本
に
し
た
交
流
会
で
、
若
い

会
員
に
「
日
音
協
に
入
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
取
り
組
み

と
し
て
、
新
た
な
会
員
を
迎
え
る
こ

と
を
め
ざ
し
ま
す
。
若
い
会
員
の
中

で
も
40
歳
以
下
の
会
員
は
往
復
交

通
費
を
日
音
協
が
負
担
し
ま
す
。
ま

だ
日
音
協
会
員
に
な
っ
て
い
な
い

若
い
人
も
歓
迎
し
ま
す
。 

感
染
症
が
ま
ん
延
す
る
場
合
は
、

日
音
協
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
３
と
若

い
会
員
の
交
流
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
す
る
こ
と
も
検
討
し
ま
す
。 

リ
モ
ー
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
引
き
続
き
開
催
し

ま
す
。 
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（
２
面
よ
り
つ
づ
く
） 

日
音
協
沖
縄
県
支
部
と
沖
縄
平
和

運
動
セ
ン
タ
ー
と
の
関
係
を
密
に

し
て
、
こ
れ
を
全
国
の
日
音
協
が
中

央
の
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
協
力
し

つ
つ
支
え
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

 

７ 

県
支
部
・
サ
ー
ク
ル
が
つ
く
る

音
楽
現
場 

感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
、
２
年

半
以
上
に
わ
た
っ
て
音
楽
現
場
づ

く
り
は
と
て
も
困
難
で
し
た
が
、
そ

れ
で
も
感
染
防
止
の
工
夫
を
し
な

が
ら
少
し
ず
つ
再
開
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
改
め
て
、
県
支
部
や
サ
ー
ク

ル
が
積
極
的
に
音
楽
現
場
を
つ
く

り
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
第
３
金
曜
日

の
官
邸
前
反
原
発
行
動
（
反
原
発
う

た
い
た
い
）
の
よ
う
に
、
街
頭
で
訴

え
る
音
楽
現
場
も
工
夫
し
ま
す
。 

 

８ 

日
音
協
ソ
ン
グ
の
募
集
な
ど 

日
音
協
の
み
ず
か
ら
を
表
現
す

る
運
動
の
重
要
な
柱
で
あ
る
創
作

を
推
進
す
る
た
め
に
、
日
音
協
ソ
ン

グ
２
０
２
３
を
募
集
し
ま
す
。
各
支

部
の
意
見
を
き
い
た
う
え
で
会
長

が
指
名
す
る
人
と
日
音
協
幹
事
会

メ
ン
バ
ー
あ
わ
せ
て
８
人
で
選
考

委
員
会
を
構
成
し
、
応
募
曲
の
中
か

ら
全
国
に
広
め
た
い
う
た
を
選
考

し 

東
京
都
支
部
、
新
潟
県
支
部
、
長
野

県
支
部
、
富
山
県
支
部
、
香
川
県
支

部
、
九
州
支
部
、
沖
縄
県
支
部
の
14

支
部
と
支
部
に
所
属
し
な
い
会
員

と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
１

年
間
、
会
員
数
は
２
０
２
１
年
11
月

（
２
０
２
人
）
か
ら
入
会
２
、
退
会

10
で
８
人
減
の
１
９
４
人
（
２
０
２

２
年
11
月
１
日
現
在
）
と
な
り
ま

す
。 労

働
組
合
は
、
自
治
労
、
林
野
労

組
、
東
武
交
通
労
組
と
公
務
労
協
が

賛
助
団
体
と
し
て
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭

は
、
開
催
県
実
行
委
員
会
を
つ
う
じ

て
さ
ら
に
多
く
の
団
体
が
支
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。 

地
域
支
部
と
労
組
が
日
音
協
活

動
の
基
盤
で
あ
る
と
い
う
認
識
か

ら
、
日
音
協
地
域
支
部
の
新
た
な
結

成
を
は
か
り
ま
す
。
同
時
に
、
労
働

組
合
と
の
関
係
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
労
働
組
合
全
国
組
織
ご
と
に

労
組
内
の
音
楽
活
動
家
を
組
織
す

る
労
組
音
楽
協
議
会
（
音
楽
集
団
）

と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。 

若
い
仲
間
を
は
じ
め
と
し
て
会

員
の
拡
大
に
全
体
で
集
中
し
て
取

り
組
み
ま
す
。
行
動
の
中
で
お
お
ぜ

い
の
参
加
者
に
演
奏
を
聴
い
て
い

た
だ
き
、
ま
た
地
域
で
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
い
て
、
一
緒
に
う
た
う
仲
間
を

広
げ
ま
す
。
音
楽
祭
や
ブ
ロ
ッ
ク
合

宿
に
、
新
し
い
仲
間
に
積
極
的
に
参

加
を
呼
び
か
け
ま
す
。
そ
れ
と
同
時

に
、
日
音
協
は
「
音
楽
運
動
に
定
年

は
な
い
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
が
、

改
め
て
そ
の
こ
と
が
現
実
に
な
る

よ
う
な
活
動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。 

し
、
歌
集
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
音
楽

祭
な
ど
で
広
め
ま
す
。 

日
音
協
と
共
通
の
理
念
を
も
っ

て
歌
を
創
っ
て
い
る
音
楽
家
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
「
歌
を
創
る
と
い

う
こ
と
」
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
共
有
し
ま
す
。 

 

９ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
動
画

の
配
信
等 

日
音
協
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
音

楽
会
２
０
２
３
を
開
催
し
、
会
員
や

サ
ー
ク
ル
の
演
奏
す
る
動
画
や
音

源
を
配
信
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
よ
う
な
相

互
の
情
報
共
有
を
工
夫
し
ま
す
。
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
上
に
新
た
に
日
音
協

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
（
Ｍ
Ｖ
）
再

生
リ
ス
ト
を
立
ち
上
げ
ま
す
。 

Ｃ
Ｄ
や
新
し
い
歌
集
等
を
制
作

し
ま
す
。
支
部
の
Ｃ
Ｄ
等
の
制
作
を

支
援
し
ま
す
。 
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組
織
活
動 

日
音
協
は
、
個
人
で
あ
る
会
員
と

そ
の
日
常
活
動
の
集
約
の
場
で
あ

る
支
部
を
基
盤
と
す
る
組
織
で
す
。

北
海
道
支
部
、
青
森
県
支
部
、
岩
手

県
支
部
、
秋
田
県
支
部
、
福
島
県
支

部
、
茨
城
県
支
部
、
千
葉
県
支
部
、 

日
音
協
会
員
は
規
約
で
は
支
部

会
員
と
個
人
会
員
と
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
新
た
に
日
音
協
に
入

会
し
て
い
た
だ
く
方
は
、
地
域
に
地

域
支
部
が
あ
る
場
合
は
原
則
と
し

て
地
域
支
部
に
属
す
る
こ
と
と
し
、

ま
た
地
域
支
部
に
属
す
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
に
は
、
幹
事
会
の
議
論

を
経
て
個
人
会
員
と
し
ま
す
。
現
在

の
個
人
会
員
も
、
地
域
に
地
域
支
部

が
あ
る
場
合
は
、
会
員
本
人
の
理
解

と
納
得
の
も
と
に
、
順
次
地
域
支
部

に
属
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

す
。 日

音
協
は
、
総
会―

全
国
代
表
者

会
議―

幹
事
会
と
い
う
機
関
で
、
各

支
部
の
活
動
を
集
約
し
、
全
国
的
な

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
２
０
２

３
年
度
の
幹
事
会
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
活
用
（
ズ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
）
も
含
め
て
毎
月
開
催
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
の
全
国
代
表
者
会

議
は
７
月
に
開
催
し
、
第
60
回
定
期

総
会
は
11
月
に
開
催
し
ま
す
。 
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機
関
紙
活
動 

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
し
て
、
機
関

紙
『
音
楽
運
動
』
の
Ａ
４
版
６
ペ
ー

ジ
、
月
１
回
配
信
を
継
続
し
ま
す
。

印
刷
・
郵
送
に
よ
る
発
行
も
継
続
し

ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
へ

の
切
り
替
え
を
引
き
続
き
お
願
い

し
て
い
き
ま
す
。
機
関
紙
購
読
料

は
、
取
材
・
編
集
費
用
と
し
て
引
続

き
年
２
４
０
０
円
（
月
２
０
０
円
）

と
し
、
日
音
協
会
員
は
会
費
に
含
ま

れ
る
こ
と
と
し
ま
す
。
全
国
の
動
き

を
知
ら
せ
る
た
め
に
も
写
真
を
多

用 

用
し
、
楽
譜
も
多
く
掲
載
し
て
い
き

ま
す
。
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、
全
支

部
、
全
会
員
が
、
編
集
部
に
情
報
を

送
る
と
と
も
に
、
編
集
部
は
年
間
の

企
画
を
立
て
て
各
支
部
・
会
員
に
原

稿
を
要
請
し
、
支
部
も
依
頼
さ
れ
た

原
稿
の
締
切
を
守
っ
て
、
発
行
態
勢

を
支
え
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
各

支
部
事
務
局
は
会
員
・
読
者
に
届
い

て
い
る
か
、
年
１
回
は
点
検
す
る
こ

と
に
し
ま
す
。 
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財
政
活
動 

日
音
協
は
２
０
０
９
年
の
組
織

改
変
以
後
も
、
賛
助
団
体
が
減
少

し
、
会
員
も
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

ま
す
。
会
員
を
増
や
す
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
が
、
成
果
が
あ
が
ら

な
け
れ
ば
財
政
規
模
の
縮
小
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

こ
の
２
年
間
、
感
染
症
対
策
の
た

め
に
支
出
が
大
き
く
減
っ
た
一
方
、

事
業
収
入
な
ど
も
大
き
く
減
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
事
務
局
経
費
の

節
減
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
２

０
２
３
年
度
も
堅
実
な
執
行
に
つ

と
め
る
と
と
も
に
、
新
し
い
会
員
を

迎
え
る
た
め
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿

や
若
い
会
員
の
交
流
会
に
は
し
っ

か
り
財
源
を
配
分
し
ま
す
。 

音
楽
祭
特
別
会
計
の
繰
越
額
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
会

計
か
ら
特
別
会
計
に
15
万
円
を
上

限
に
繰
り
出
し
ま
す
。 

第
59
回
日
音
協
総
会
を
、

11
月
12
日
（
土
）、
東
京
都
内

で
開
催
し
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
を
あ
な
ど
ら
な
い
で
、
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
音
楽

運
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 11 月 1 日              音 楽 運 動              第 646 号（4） 

 ３年ぶりに開催された『第 53 回はたらくものの音

楽祭』でしたが、マイクを立てずに演奏する団体が今

までになく多かったことに気づかれた方もいたと思い

ます。マイクを立てずに演奏した団体は、①オープニ

ング演奏の関東合同 ②メーデー合唱団 ③林音協 

④新潟県支部 ⑤メイウィンズ ⑥自治労音協（中央

に２本のマイクはソロ用）の６団体でした。 

そしてこの話を音楽運動に載せようと思ったきっか

けは、音楽祭２日目の朝食会場での会話でした。前日

の新潟県支部の演奏が話題になり、ある方が「マイク

も使わず、あんなに声がはっきりと一つになって聴こ

えるのはなんでだろう？」と驚かれているのを聞い

て、マイクを立てない＝マイクをつかっていない、と

見えているのだと知らされました。実は、マイクは使

っているのです。バウンダリー型コンデンサーマイク

という、演劇や会議などで使われる平置き型のマイク

を使っていたのです。２０１７年の東京音楽祭で日下

さんが PA を担当してくださった時から、メーデー合

唱団は前にマイクを立てずに、このマイクを使って演

奏してきました。結果、生の声と、それを補う程度の

声量がスピーカーから流れ、練習での合唱の響きのま

まに会場に届けることができることがわかりました。

そして今年の音楽祭では、舞台監督の立場からバウン

ダリー使用が合いそうな演奏形態の団体には、マイク

を立てないことをお勧めしたのでした。 

さて、ここでひとつ間違いや誤解がないようにはっ 

きりお伝えしておかなければならないことがありま

す。バウンダリー型コンデンサーマイクはハウリング

がおきやすいため、モニターから音は出さない、つま

り演奏時に返しの音はないということになります。な

ので、ドラムやエレキギターが鳴りまくる演奏、ある

いは大きな音の楽器がたくさん入る演奏の場合は、ボ

ーカルにバウンダリー型コンデンサーマイクは合わな

いということです。 

裏返して言うなら、練習段階で楽器の返しの音もな

く、ボーカルにマイクを使わずに生声で練習をしてい

るような演奏形態であれば、音楽祭のステージでは、

ボーカルにバウンダリー型コンデンサーマイクを使用

した方が、練習で得た響きにより近いを演奏をステー

ジで再現できる可能性が高いということになりますの

で、是非お試しください。ただ、いきなりぶっつけ本

番は不安があるので、その際はリハーサルでの確認を

お勧めします。 

但し、今年の音楽祭の PA をしていただいた日下さ

ん曰く、バウンダリー型コンデンサーマイクを演奏に

使用するにはそれなりの技が必要となるので、PA な

ら誰でもやってくれるとは限らないとのこと。少なく

とも、東京音楽祭に続き、富山音楽祭、秋田音楽祭の

PA さんは応じてくれましたが、来年の新潟音楽祭の

PA さんが受け入れてくださるとは限らないので、そ

の時はすみません、またの機会にお試しいただくとい

うことでご了解ください。      （坂口美日） 

 

 

 

 

10
月
14
日
（
金
）
午
後
、
被
災
者

心
の
復
興
支
援
事
業
と
い
う
こ
と
で
、

『
歌
声
サ
ロ
ン
』
を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ラ
イ
フ
ケ
ア
か
ら
協
力
を
依
頼
さ

れ
、
福
島
県
支
部
の
二
階
堂
さ
ん
、
南

條
さ
ん
と
私
坂
口
で
演
奏
し
て
き
ま
し

た
。 会

場
と
な
っ
た
、
郡
山
市
の
公
民
館

に
は
、
被
災
者
の
方
が
１０
人
ほ
ど
集

ま
り
、
二
階
堂
さ
ん
お
得
意
の
皆
が
良

く
知
っ
て
い
る
歌
や
、
南
條
さ
ん
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
、
『
僕
は
君
の
そ
ば
に
い
る
』

『
ざ
け
ん
じ
ゃ
ネ
ェ
ー
汚
染
水
放
出
』

を
歌
い
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
リ
ク
エ

ス
ト
な
ど
も
あ
り
、
し
ば
し
歌
で
の
交

流
を
た
の
し
み
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
「
し
ば
ら
く
ぶ
り
で
歌
っ
た
」
「
歌

は
い
い
ね
〜
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 
 

 
 

（
坂
口
美
日
） 

 九州支部では、平和と権利を守る佐賀県女性集会

（10 月 22 日、於、佐賀市メートプラザ）のステー

ジで約 30 分、I 女性会議の皆さんと一緒に改憲反対の

歌を中心に歌いました。 

 支部からは山田、三小田、牟田、山中の前期高齢者

4 人が参加。「私は忘れない」「戦争に力貸さない」「う

たおう命の歌を」「決意」の間に、日音協の紹介と三小

田氏の「オール電化はいらない」をはさんでやや好

評？でした。 

 この女性集会は県母親大会～母と女教師の会を経て

今回で 58 回を数え、日音協九州支部とは 20 年以上

のおつきあいでここ数年は連続して「私は忘れない」

「決意」の紹介をしています。             （山中正仁） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 11 月 1 日             音 楽 運 動              第 646 号（5） 

オール沖縄勢力の保守グループが離反し、那覇市長

に自公推薦候補が当選し、翁長雄治（元県議）は届か

なかった。 

故翁長知事は「イデオロギーよりアイデンティティ

ー」と県民に団結を呼びかけ、「基地は経済発展の阻

害要因」、辺野古新基地建設を絶対に許さない決意を

述べ政府と対峙、「ウチナーンチュ、ウシェーティナ

イビランドー（沖縄の人をないがしろにしていけな

い）」と県民、国民に訴えました。「沖縄への構造的

差別」を無くすことに命をかけました。 

 ７５年前、沖縄に鉄の暴風が吹き荒れ、県民は、人

間が人間であることを無くした悲惨な戦争を体験し、

戦後、日本から切り捨てられた沖縄は、米軍の銃剣と

ブルドーザーによる土地の強奪、米兵による女性への

レイプ・殺人などの人権侵害に対して、島ぐるみ闘争

となり復帰闘争となり、いまの沖縄の闘いにつながっ

ています。 

 政府の圧力に屈して心ならずも辺野古新基地建設に

賛成となった人、利益誘導で賛成している人など、心

からそれを望んではいません。 

 市民の生活と権利を守るとともに、市民の誇りを守

る闘いも重要です。闘いは続く、これからも続く。オ

ヤファーフジ(ご先祖様)から引き継いだ沖縄のチムグ

クル(精神)を、子や孫に引き継いでいくのが、今を生き

る私たちの使命です。 

 市民・県民の団結を守るために、まじゅんチバらや

ーさい。         （沖縄県支部・平良昌史） 

 

 

 

 

原爆ドーム 

 

 

 

 

約 45 年前に、就職と同時に、組合の中のサーク

ルで活動開始。組織内、日音協、地区内での音楽活

動スタート。メーデーでの歌声（音響含め請負）、

各種集会、平和友好祭…と、音楽の場は、あふれて

いました。しかし、ある時から、組合がらみの音楽

の場は一切無くなり、日音協のみになったとき、組

合とは関係なくバンド活動をやってる先輩からの

誘いで、現在につながる活動がスタート。職業もば

らばらの音楽仲間との出会いです。組織内から離れ

たところには、こんな場があるんだと、目からうろ

こ状態でした。各種イベント、福祉施設等で、60

年代、70 年代のフォークソング、歌謡曲等、口ず

さんでもらえ、楽しんでもらえる歌声形式の音楽。

14 年前に、現在のバンド「ふれんず」を結成。年

齢、職業も異なる、約 15 名のメンバーです。地元

JA イベント広場での、月 5 回の演奏、地域内の各

所イベント、介護・福祉施設でのコンサートなど、

楽しく活動してました。コロナまん延になってから

は、外での演奏は、かなり休止状態ですが、バンド

の練習は、週 1 回、必ず実施しています。モットー

は、継続は力なり、音楽は自分たちも楽しく、お客

様も楽しく、です。     （福島・二階堂政則） 

那覇市長選 

参議院選 

知事選 
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▼
五
輪
汚
職
事
件
が
明
る
み
に
出
て
い

る
。
な
ぜ
か
、
選
手
や
ス
ポ
ー
ツ
界
は

沈
黙
を
貫
い
て
い
る
▼
無
観
客
で
強
行

開
催
さ
れ
た
東
京
五
輪
。
開
催
前
に
も

国
立
競
技
場
建
設
計
画
が
白
紙
撤
回
さ

れ
、
公
式
エ
ン
ブ
レ
ム
は
盗
用
疑
惑
で

使
用
中
止
。
さ
ら
に
大
会
幹
部
に
よ
る

女
性
蔑
視
発
言
な
ど
問
題
が
続
出
。
一

年
経
っ
た
い
ま
、
今
度
は
汚
職
事
件
が

次
々
と
発
覚
し
五
輪
へ
の
不
信
感
が
再

び
高
ま
っ
て
い
る
▼
な
ぜ
、
五
輪
の
闇

が
こ
こ
ま
で
肥
大
化
し
て
し
ま
っ
た
の

か
。
ア
ス
リ
ー
ト
や
指
導
者
な
ど
が
見

過
ご
し
て
き
た
結
果
で
も
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
幼
い
頃
か
ら
競
技
に

打
ち
込
ん
で
き
た
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

は
、
社
会
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
存
在
。
練

習
す
る
こ
と
が
結
果
に
結
び
つ
く
。
た

だ
こ
れ
は
、
裏
を
返
せ
ば
自
分
で
考
え

る
こ
と
を
放
棄
し
て
い
る
の
に
等
し
い

▼
海
外
で
は
、
自
分
の
意
見
を
表
明
す

る
ア
ス
リ
ー
ト
が
多
い
が
、
日
本
で
は

ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
社
会
そ
の

も
の
の
同
調
圧
力
が
強
い
の
で
、
社
会

的
な
発
言
に
二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う

の
だ
ろ
う
▼
日
本
社
会
に
は
、
ス
ポ
ー

ツ
選
手
に
対
し
て
あ
る
種
の
さ
わ
や
か

さ
を
求
め
る
風
潮
が
あ
る
。
勝
っ
て
も

お
ご
ら
ず
、
負
け
て
も
潔
し
と
す
る
態

度
に
感
動
す
る
。
そ
こ
に
社
会
的
発
言

や
政
治
的
発
言
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
ス
ポ 

ン
サ
ー
に
と
っ
て 

は
、
さ
わ
や
か
な 

存
在
で
い
て
く
れ 

た
ほ
う
が
扱
い
や 

す
い
し
、
金
に
な 

る
。
選
手
は
完
全 

に
商
品
と
化
し
て 

い
る
。 
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飯島貞親 

※イットクフェス 2022 は中止に

なりました！ 

▼１０月９日(日)に予定していたイ

ットクフェスは、雨天予報のため中

止になりました。▼が、歌う茱萸坂

ステージ出演者の一部とお友達アー

ティストが、東京国立市のライブハ

ウス『かけこみ亭』に集結し、同日

午後より、かけこみライブやっちゃ

いました！『かけこみ亭』には、午

後 14 時を過ぎたあたりから続々

と、大阪から前日入りしていた川口

真由美さんと同じ職場のお友達アー

ティトさんや中川五郎さんとそのお

友達アーティストさん、いなのとひ

ら・のとこばとおもちゃ楽団のみな

さん、ジョニーH さん、そして学園

坂スタジオの小笠原もずくさん。日

音協からは、Piggies、Rico &Tatsu。 

▼たった一夜のうちに決まったライ

ブとは思えない賑わいの中、それぞ

れのアーティストが奏でる多種多様

な演奏が進行し、時間の経つのもあ

っという間でした。  （坂口美日） 

 

 

 

 

【
参
加
者
】
佐
藤
さ
ん
、
モ
リ
ヤ
さ 

ん
、
は
し
ゆ
き
さ
ん
、
イ
サ
さ
ん
、 

達
哉
、
森
、 

 

計
６
名
、 

＋
留
学
生
さ
ん 

 

駅
か
ら
茱
萸
坂
を
下
り
は
じ
め

る
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
が
聞
こ

え
た
。
佐
藤
さ
ん
だ
。
モ
リ
ヤ
さ
ん

の
赤
い
ギ
タ
ー
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
経

産
省
前
の
行
動
か
ら
移
動
し
て
く

る
か
ら
、
到
着
が
早
い
。
そ
し
て
見

慣
れ
な
い
若
い
女
性
が…

。
は
し
ゆ

き
さ
ん
が
経
産
省
前
で
出
会
っ
た

と
い
う
韓
国
か
ら
の
留
学
生
だ
そ

う
だ
。
映
像
の
勉
強
を
し
て
い
て
、

来
年
の
卒
業
制
作
に
『
反
原
発
』
を

テ
ー
マ
の
映
画
を
撮
り
た
い
と
の

こ
と
。
今
は
そ
の
大
き
な
テ
ー
マ
を

絞
り
込
む
た
め
の
情
報
収
集
ら
し

い 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

10
／
14
（
４
５
７
回
）
報
告 

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

い
。
は
し
ゆ
き
さ
ん
が
経
産
省
前
の

行
動
を
説
明
し
、
茱
萸
坂
の
こ
と
も

「
こ
ん
な
行
動
も
あ
る
よ
」
と
紹
介

す
る
た
め
に
連
れ
て
き
て
く
れ
た
。 

反
原
連
の
官
邸
前
行
動
が
始
ま

っ
た
の
は
２
０
１
２
年
４
月
。
日
音

協
が
官
邸
前
行
動
に
参
加
し
始
め

た
の
が
同
年
９
月
。
当
時
は
官
邸
前

に
は
人
が
多
く
、
歌
え
る
場
所
も
な

か
な
か
定
ま
ら
な
か
っ
た
。
官
邸
前

行
動
に
は
や
が
て
、
い
く
つ
か
の
固

定
ブ
ー
ス
が
生
ま
れ
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
だ
け
で
は
な
い
様
々
な
形

の
抗
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
風
刺

画
だ
っ
た
り
語
り
場
だ
っ
た
り
。
歌

の
エ
リ
ア
も
複
数
あ
っ
た
は
ず
だ
。

…

と
い
う
話
を
彼
女
に
し
た
。
私
た

ち
は
ず
っ
と
こ
こ
で
、
ほ
か
の
エ
リ

ア
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
い
け
れ

ど 
ど
、
反
原
連
の
行
動
が
終
わ
っ
た
今

も
活
動
を
続
け
て
い
る
エ
リ
ア
は

あ
る
。
い
つ
も
通
り
か
か
る
ク
ッ
キ

ー
坊
や
の
家
族
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル
エ

リ
ア
に
参
加
し
て
い
る
。 

彼
女
が
19
時
ま
で
聴
い
て
い
け

る
と
い
う
の
で
、
反
原
発
の
歌
を
選

ん
で
歌
っ
た
。
『
あ
た
り
ま
え
の
地

球
』『
風
車
の
唄
』『
私
た
ち
は
許
さ

な
い
』
『
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
私
た

ち
が
決
め
る
』
『
明
日
を
殺
す
な
』

『
前
へ
』…

。
歌
っ
て
い
る
う
ち
に
、

佐
藤
さ
ん
に
渡
し
て
い
る
歌
の
情

報
が
と
て
も
少
な
い
こ
と
に
気
づ

い
た
。
立
ち
寄
っ
て
歌
っ
て
く
れ
る

人
の
た
め
に
歌
詞
カ
ー
ド
は
作
っ

て
き
た
が
、
伴
奏
に
加
わ
っ
て
く
れ

る
人
の
た
め
の
楽
譜
集
は
な
い
。
作

ら
ね
ば
。
調
を
言
え
ば
な
ん
と
か
合

わ
せ
て
く
れ
る
能
力
に
甘
え
て
ば

か
り
で
は
い
け
な
い
な
。 

留
学
生
さ
ん
が
帰
っ
て
か
ら
は

色
々
な
歌
を
。
ま
ず
は
沖
縄
。
『
ジ

ュ
ゴ
ン
が
す
む
海
』
そ
し
た
ら
続
け

て
『
ふ
る
さ
と
沖
縄
』
を
歌
い
た
い
。 

そ
し
て
佐
藤
さ
ん
リ
ク
エ
ス
ト
の

『
民
衆
の
歌
』
。
こ
の
曲
、
別
の
行

動
の
場
で
彼
が
弾
い
て
い
る
と
こ

ろ
に
混
ざ
ろ
う
と
し
た
ら
Ｆ
だ
っ

た
。
茱
萸
坂
は
Ｇ
で
や
っ
て
る
か

ら
、
実
は
頑
張
っ
て
合
わ
せ
て
く
れ

て
い
た
こ
と
が
判
明
。
今
日
も
「
Ｇ

で
」
と
笑
顔
で
応
じ
て
く
れ
た
。 

行
動
を
終
え
て
撤
収
し
な
が
ら
、

イ
サ
さ
ん
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
話
に
な
っ
た
。
保
険
証
と
統

合
？
、
冗
談
じ
ゃ
な
い
。
普
及
が
進

ま
な
い
の
は
政
府
が
信
用
で
き
な

い
か
ら
だ
。
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
餌
の

次
は
恫
喝
が
や
っ
て
き
た
。
こ
れ
が

岸
田
政
権
の
本
性
。
許
す
も
の
か
。 

         

Piggies 

Rico＆Tatsu 小笠原もずくさん 


